
“大地の恵と海の幸”でおもてなし

　県観光物産館アスパム（青森市）で２月11日㈯と12日㈰の２日間、「なかどまりイガ米～きてけフェア」が「ア
スパム冬まつり2023」「冬のごちそうマルシェ」と同日開催され、町産の野菜や海産物などを販売するブース
を屋内外に設けたほか、様々なイベントで青森市民や観光客をターゲットに町のPRを行いました。
　イカりん釣りゲームや野菜輪投げなどが開催され、中でも11日に開催された金多豆蔵人形芝居には１回目と
２回目合わせて約220人以上が詰めかけました。また、町内で使えるペア宿泊券やお食事券、町特産品などが当
たるはずれなしのお楽しみ抽選会も開催され、盛り上がりを見せていました。体験型イベントによる効果的な
PRが功を奏し、大盛況の内にイベントは幕を閉じました。

なかどまり イガ米
べ い

～きてけフェア開催

初日のセレモニーに来場された方に
のしイカおにぎりを町長からお渡ししました たくさんの方に金多豆蔵人形芝居を見ていただきました

瓜田商店ではイカ焼きを買う方の行列ができていました メバ焼きが売られ、お土産に買っていく方も多く見られました

タコやナマコ、サザエなど多くの海産物を
多くの方に買っていただきました

町特産物直売所「ピュア」では
町産の新鮮な野菜がたくさん売られました



お楽しみ抽選会では、家族で同じものが当たったり、
大きいものが当たって喜んでいる様子が見られました

急遽、町ふるさとイメージアップ大使の
横山ひできさんが駆け付け、抽選会の司会を行いました

本物のイカ針を使って釣ったペットボトルの分の
ヤリイカがもらえるイカりん釣りゲーム町産の新鮮な野菜が手に入る野菜輪投げ

イガ米～きてけフェア限定の
金多豆大福と宮越家土産の詩夢庵が

先着限定100名様に振る舞われました

3店舗でお買い物して
スタンプをためた方ができる、

宮越家グッズが当たるくじ引きも行われました


